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技術開発賞

受賞理由
燃料電池セルの厚みを低減し、また、出力性能を向上させセル数を削減したことで、燃料電池スタックの世界トップクラス
の小型高性能化を成功させた。さらに、衝突時の燃料電池スタック破損を防ぐための耐衝撃性構造を独自開発することで、
エンジン車と同様のフロントフード下への燃料電池パワートレインの搭載を実現した。これにより燃料電池自動車の市販車
として世界初となる5人乗りセダンパッケージを成立させるとともに、タイプの異なる車種への搭載を容易とした。また、
燃料電池スタックに使用されている燃料電池固有の高価材料（電解質膜など）の使用量削減と生産性の向上を図った。本技
術により、水素社会の実現、燃料電池自動車の普及拡大に貢献したことは高く評価される。

フロントフード下への搭載を可能とした、新型自動車用小型燃料電池スタックの開発
菊池 英明（きくち ひであき）株式会社本田技術研究所
加地 勇人（かじ はやと）株式会社本田技術研究所
西山 隆之（にしやま たかゆき）株式会社本田技術研究所
小此木 泰介（おこのぎ だいすけ）株式会社本田技術研究所
原田 仁（はらた ひとし）ホンダエンジニアリング株式会社

菊池 英明 原田 仁小此木 泰介西山 隆之加地 勇人

技術開発賞

受賞理由
性能と排気ガスの悪化を伴わずに内燃機関の熱効率を向上させるため、受賞者らは燃焼室壁の表面温度をガス温度に追従さ
せて冷却損失を低減する「壁温スイング遮熱法」を提案している。本遮熱法を実現するため、アルミニウム合金を陽極酸化
して形成する薄い皮膜に着目し、合金中の晶出物を利用して従来よりも膜内部の空孔量を増やして必要となる熱物性を達成
した。また、皮膜を表面から封止する技術を新たに追加することでエンジン筒内の高温でかつ高圧の環境下においても、断
熱性能と膜強度を両立させることに成功した。本遮熱膜を乗用車用ディーゼルエンジンのピストンに適用し、冷却損失の低
減と熱効率の向上効果を実証して、世界初の量産化を実現したことは高く評価される。

燃焼室壁温スイング遮熱によるエンジン冷却損失低減技術の開発
川口 暁生（かわぐち あきお）トヨタ自動車株式会社
西川 直樹（にしかわ なおき）トヨタ自動車株式会社
山下 親典（やました ちかのり）トヨタ自動車株式会社
脇坂 佳史（わきさか よしふみ）株式会社豊田中央研究所
清水 富美男（しみず ふみお）株式会社豊田中央研究所

川口 暁生 清水 富美男脇坂 佳史山下 親典西川 直樹
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技術開発賞

受賞理由
ハイブリッド車における低燃費競争を勝ち抜くために、高出力・小型軽量化を図ったリチウムイオン電池及びパック構成部品を開発
した。この電池システムの高出力化実現のキー技術は、正極活物質の中空粒子化である。殻部の厚み制御技術の確立により、業界初
の中空度（薄い殻）を有する正極活物質を開発した。本技術により粒子内の抵抗を低減し、従来車搭載のリチウムイオン電池に比
べ、単位面積当たりの出力を40%向上し、この高出力化技術により、容量を低減（5.0Ah→3.6Ah）させても、同等以上の出力を達成
した。本技術は、当電池システム搭載のハイブリッド車両において40.8km/L（JC08モード）と世界トップクラスの低燃費化に大き
く貢献した。開発電池は、2015年12月以降のハイブリッド車に順次採用され、省資源化に対する貢献度は大きく、高く評価される。

世界トップクラスの低燃費を実現したHV用リチウムイオン電池の開発
佐藤 広一（さとう こういち）トヨタ自動車株式会社
秋田 宏之（あきた ひろゆき）トヨタ自動車株式会社
永井 裕喜（ながい ひろき）トヨタ自動車株式会社
高橋 泰博（たかはし やすひろ）トヨタ自動車株式会社
棚橋 隆幸（たなはし たかゆき）トヨタ自動車株式会社

佐藤 広一 棚橋 隆幸高橋 泰博永井 裕喜秋田 宏之

受賞理由
燃料電池自動車は、航続距離確保のための軽量化ニーズが高く、鉄やアルミと比べて比強度・比剛性が高いCFRP（炭素繊維強
化樹脂）が、有望な軽量材料として注目されている。ただし、従来の熱硬化性CFRPは、強度・剛性確保のコンセプトで、硬化
時間が長く量産性に欠けていた。そこで、材料コンセプトを見直し、繊維の含有率と長さを最適化した繊維分散マットとポリア
ミド610樹脂を用いて、適性な強度かつ流動性を有し量産性に優れた熱可塑性CFRPを開発した。さらに同材料に合わせた部品設
計と生産技術の改良を実施し、世界で初めて熱可塑性CFRPスタンパブル材料を使った自動車部品（燃料電池スタックフレーム）
の量産化を実現した。従来の金属部品の一部を代替できる可能性を広げ、CFRPの本格普及の先鞭をつけた点は高く評価される。

熱可塑性CFRPスタンパブル材料及びその適用部品燃料電池スタックフレーム
林 浩一郎（はやし こういちろう）トヨタ自動車株式会社
池田 光希（いけだ こうき）トヨタ自動車株式会社
外薗 清志（ほかぞの きよし）トヨタ自動車株式会社
片平 奈津彦（かたひら なつひこ）トヨタ自動車株式会社
木本 幸胤（きもと ゆきたね）東レ株式会社

技術開発賞

林 浩一郎 木本 幸胤片平 奈津彦池田 光希 外薗 清志
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技術開発賞

受賞理由
本ブレーキシステムは、ドライバーのペダル操作に応じて、より多くの回生制動力と最適な油圧制動力を発生できるバイワ
イヤ構成としつつ、電気系失陥時であってもペダル踏み込み力を倍力する機構を織り込み、高いフェールセーフ性と燃費向
上を両立させている。一方、自動車への安全意識の高まりとともに運転支援技術や衝突回避技術の普及も急ピッチで進んで
おり、これらの技術の実現には、短時間での大きな制動力発生が求められる。リニアソレノイドバルブにより緻密にコント
ロールされた圧力で、大流量レギュレータを駆動する世界初の方式により、高い調圧精度による違和感のない回生協調制御
と、世界トップレベルの昇圧性能による高い衝突回避性能を両立したブレーキシステムを実現したことは高く評価される。

環境対応車向け電子制御ブレーキシステムの開発
西尾 彰高（にしお あきたか）株式会社アドヴィックス
酒井 朗（さかい あきら）トヨタ自動車株式会社
岡野 隆宏（おかの たかひろ）トヨタ自動車株式会社
神谷 雄介（かみや ゆうすけ）トヨタ自動車株式会社
増田 芳夫（ますだ よしお）株式会社アドヴィックス

西尾 彰高 増田 芳夫神谷 雄介岡野 隆宏酒井 朗

技術開発賞

受賞理由
ディーゼルエンジンは燃費・耐久性は良いが、振動が大きい・うるさいなどの課題があった。本小型ディーゼルエンジンの開発で
は、世界一の低圧縮比という独創的な発想で理想の内燃機関へ近づけるという新しいアプローチで、燃費・エミッション・走り・
静粛性を高次元でバランスさせた。その結果、ハイブリッド車を凌ぐ実用燃費、高回転までスムーズに気持ちよく加速する走り、
高価な窒素酸化物後処理装置なしで最新排気ガス規制へ適合という価値を市場に提供した。小排気量＆軽量コンパクト化という課
題を革新的な要素技術により克服し、小型車搭載により幅広いユーザーにその価値を提供したことで、国内のクリーンディーゼル
車シェア率を2020年に5%まで普及させるという政府目標を5年も早く達成することに大きく貢献したことは高く評価される。

新しい価値を提供する新小型クリーンディーゼルエンジン
森永 真一（もりなが しんいち）マツダ株式会社
志茂 大輔（しも だいすけ）マツダ株式会社
高松 宏志（たかまつ ひろし）マツダ株式会社
大西 毅（おおにし つよし）マツダ株式会社
平林 千典（ひらばやし かずのり）マツダ株式会社

森永 真一 平林 千典大西 毅高松 宏志志茂 大輔
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